
10. 社外取締役メッセージ

基本的な考え方

アイティフォーグループは、社会から信頼される企業となるため、

法令や内部規程を順守し、良識をもって行動します。

推進する体制

コンプライアンスやリスク管理全体を統括する組織として、「コン

プライアンス・リスク管理委員会」を設置しています。平時において

は、コンプライアンス違反や、その他経営リスクの発生原因を追及

し、予防または再発防止に向け規程や社内ルールの見直し等の

対策を検討・実施します。

　また、災害等が発生した場合には、迅速かつ適切に対応するた

めに、代表取締役社長を本部長とする「緊急対策本部」が統括して

危機管理に当たります。

　さらに、下部組織として「セキュリティ推進委員会」、「オフィス効

率化・環境整備推進委員会」、「品質・安全管理推進委員会」を設置

しており、各委員会が、専門的な立場から業務運営上のリスクを分

析し、「コンプライアンス・リスク管理委員会」に報告します。

主な取り組み施策

❶ コンプライアンスの推進およびリスク管理の浸透
コンプライアンスおよびリスク管理に関する規程に基づき、アイ

ティフォーおよび各子会社の取締役・役員・従業員が、それぞれの

立場でコンプライアンスを自らの問題として捉えリスク管理を意識

した業務運営に当たるよう、下部組織である既述の3つの委員会

が随時研修等を通じて指導しています。また、企業活動を行ってい

く上で、全役員・全従業員が順守し、実践すべき普遍的な規範とし

て「企業行動規範」を定めています。

❷ 相談・通報窓口の設置
コンプライアンス徹底のため、社内に「コンプライアンス相談・通報

窓口」、「ハラスメント相談窓口」、「メンタルヘルス相談窓口」の

3つの窓口を設置しているほか、社内の人に相談したくないという

場合も想定し、社外サービスを活用した窓口も設置しています。

利用者のプライバシーは、最大限配慮されます。相談をしたこと、

事実関係の確認に協力したことを理由に不利益な取り扱いを受け

ることはありません。必要に応じて利用者の同意を得た上で会社

へも報告し、問題の解決を図ります。

経営基盤の強化（コンプライアンス・リスクマネジメント）

私がアイティフォーの社外取締役に就いたのは2021年のこと

です。当初は、ITやシステム開発に関して素人同然の自分には

荷が重すぎると思いました。しかし、「現在の経営陣はITのプロ

なので、むしろ専門知識外の立場から客観的な見解が欲しい」

と言っていただき社外取締役をお引き受けしました。

　最初に感じたのは、アイティフォーは企業価値が非常に高い

ということです。事業の多くの分野でサステナブル社会の実現に

貢献し、財務的にも十分な成長力があります。一方で知名度が

まだまだ低く、資本市場においても評価が高いとは言えません。

私は社外取締役として、今後も自分の強みを活かせる分野でアイ

ティフォーの社会における存在意義や強みを発信していきたい

と考えています。ただやはり何よりもアイティフォー自身が、PR

活動にもっと力を入れていっていただきたいと感じています。

アイティフォーの課題の一つは「グローバル化」だと考えています。通

信機器やコンタクトセンター向けシステムなどいくつかの製品は、

もともとアメリカやイスラエル、台湾の会社から輸入していますの

で、製品面でのグローバル展開は非常に進んでいます。今後は、国

内で蓄積した経験と技術を逆に海外に展開していくことで、独自

のグローバル化を進めても良いのではないでしょうか。私は取

締役を務めるエスケーエレクトロニクス社で新規事業を担当して

いますが、そこで得たさまざまなコネクションを活用して、アイティ

フォーに対してもシナジーを生むような外国企業をご紹介するこ

とで、グローバル化に貢献していきたいと考えています。

アイティフォーでは新入社員の女性割合が30.3%と、多くの有能

な女性社員が活躍していますが、まだまだ伸びしろはあります。

今後はこうした女性社員のモチベーション向上やキャリアモデル

の提供など活躍の場を広げるためにさまざまな施策が必要です。

また、女性に限らず多様性を持った「人財」の育成も重要です。

ESG経営という点では、環境面では生産設備を持たず直接的な

負荷が少ないこともあり、全方位的に取り組むのではなく企業に

とって一番大切なテーマに特化して取り組むべきだと考えます。

それは「人財」です。在籍している人財の育成にとどまらず、将来

の人財に対しても集中的に資本投下し、優秀な頭脳とスキルを

持った人財を雇用し生産性を上げることがESG経営の強化に大

きく貢献するのではないでしょうか。海外企業から技術者を招聘す

る、大学に講座を持つ、あるいは奨学金制度を設けるのもアイデ

アです。豊かな人財を擁するために会社が成すべきことは数多く

あります。アイティフォーは非常にオープンで変化を強く求めて

いる会社ですので、その強みを活かした人財の深化によるさら

なる発展を今後も期待しています。

アイティフォーの強みを活かし
さらなる持続的成長を 社外取締役

株式会社エスケーエレクトロニクス
取締役事業開発室担当
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独自のグローバル化の推進を
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9. サステナビリティへの取り組み

大地震等や災害による停電・通信
回線の障害等による業務停止

品質上のトラブルによる
追加コストや損害賠償の発生

為替相場変動によるコストアップ

感染の再拡大や長期化による受注活動
への制約、ソフトウェア開発の遅延、サプ
ライチェーンの混乱による遅延の発生

重要情報の流出

データセンターを東京と大阪に設置しており、大規模地震等を想定した事業継続計画
（BCP）の整備、安否確認システムの導入、耐震対策、防災訓練等を実施する。

「ISO9001(2015年版)」の認証を取得し、品質マニュアルおよび品質目標を設定すること
により、品質管理の徹底を図る。また「ISO27001(2013年版)」の認証を取得し品質保証
を行うとともにサービスを向上に努め、顧客の満足度を高める。

事業部長が情報管理責任者となり、担当部門内のセキュリティ管理を徹底する。また、プラ
イバシーマークの認証取得に加え、入退室管理システムやPCの操作ログを見える化する
「CATサポーター」を導入するなど、情報管理を徹底する。

先物為替予約取引を、外貨建買掛金等および発注高の範囲で行う。先物為替予約取引の
契約先は、いずれも信用度の高い国内の銀行を選定し、信用リスクの軽減を図る。

テレワークなどの勤務態勢の変更等働き方改革を推進。また、サプライチェーン管理の一貫
としてお客様の要請に合わせ必要最小限の調達を実施することで、無駄な輸送、在庫、
廃棄の発生を防ぎ、業績への影響も最小限とする。

事業戦略分野を、長年の事業経験で大きな強みを有する、地域金融機関向けシステムや
流通・小売業向けシステムなどに設定。それらに集中することで、他社に比して優位なシス
テムノウハウを蓄積しつつ、独自のソリューションとネットワークインフラを含む、ハード・
ソフトのトータルサービスを提供して、差別化を図る。

競合激化による価格下落の発生競合

自然災害等

システム(商品)開発、
品質管理

情報セキュリティ

為替相場の変動

新型コロナウイルス
感染症拡大

リスク項目 リスクの概要 主な対応

<想定される主なリスクとその対応>
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